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c ommun i c a t i o n  ×  v o l u n t a r y

普 段 着 の わ た し 、ス テ キ に い い こ と

ボランティア・市民活動情報誌
ご自由にお取りください

TAKE FREE!

月
号3

2017 vol.214

30
周年

OCVAC開設
30周年記念事業　新キャラクター登場？！

あんなん こんなん
誰でもできるでボランティア
～情報と連携で社会参加を！～

02 多文化共生～内なる国際化～
06 避難者が故郷で迎えるお正月

～9回目の里帰りバスを運行～

07 平成29年度版
ボランティア活動総合補償制度のご案内

09 情報マーケット
ボランティア募集、イベント・セミナー・
講座情報、助成金などの情報

14 社会貢献トピックス
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OCVACリレーコラム

　所用があって大阪市社会福祉協議会を訪問した。入り
口でふと見た「おおさか閃き塾・塾生募集」の看板が気に
なった。所用を終えて、気になっていた看板につられて大
阪市ボランティア・市民活動センターの入り口をくぐった。
人生に“飛び地”（第三の居場所）を作ろう！自分の新しい
可能性（“B面”“C面”？）を発掘しようというキャッチフ
レーズに魅かれたのだ。
　東京では家庭という第一の居場所、職場という第二の
居場所があった。大阪に単身で帰ってきて職場という第二
の居場所はあるが、住んでいる団地が居場所としてなん
となく居心地がよくない。閃き塾の担当者としゃべってる
うちに「そうか、自分が今住んでいる団地を「第三の居場

所」にすれば
いいのだ」と
閃いた！
　その日の内
に入塾手続き
をして、晴れ
て「おおさか
閃 き 塾 一 期
生」の仲間入
りをした。まる
でラグビー部
の先輩のよう 田舎の法事で遠い親戚が集まったような「団地の寺子屋」の雰囲気

な、そんな石田易司塾長の人柄に魅かれて講義・実習は補講も
含めすべて出席した。もちろん閃き塾での研究テーマには「団
地」を選んだ。
　そして現在、ボランティア団体「団地の寺子屋」の事務局を
担当し、ボラセン３０周年記念事業のプロジェクトメンバーま
でさせていただいている。「団地」が私の「地域家族」で終の棲
み処だ。合掌

　大阪市ボランティア・市民活動センター(Osaka City Voluntary Action Center)の
開設30周年を記念して、センターにゆかりの深い方からのコラムを掲載していきます。

人生の“飛び地”づくり

岡田　裕さん
「団地の寺子屋」
事務局

おかだ　　ゆたか

団塊の世代。父親の転勤に伴って一家で東京に
転居。高校・大学・就職・結婚・子育てと子どもの
巣立ちまでを東京で過ごし、老々介護の両親が
心配で50代で大阪に戻る。東京都公立学校教
員、私立学校教員を経て、現在、大阪芸術大学
他で教職課程などを担当。

日　時
２０１７（平成29）年
２月２６日（日）
午前１０時～午後4時１５分

いよい
よ開催！

！
大阪市ボランティア・市民活動センター
開設30周年記念事業

30周年

プログラム

会　場
ナーシングアート大阪
(大阪府看護協会)
（城東区鴨野西2-5-25）

～情報と連携で社会参加を！～

あんなん こんなん
誰でもできるでボランティア

当日、OCVACの新キャラクターを発表します！

  9:30～10:00 受付
10:00～12:30 分科会
12:30～13:30 休憩・移動
13:30～13:45 オープニングセレモニー

音楽演奏 Ｄream Sound Labo～piece～
 あいさつ 社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会　会長　乾　繁夫
13:45～14:15 基調講演
         ｢地域で安心して暮らせる“たすけられ上手 たすけ上手”のために｣
　　　 上野谷加代子　市VC運営委員長/同志社大学 社会学部 教授
14:25～16:00 パネルディスカッション

パネリスト 石野　隆(いしのでんき代表/東住吉区VC運営委員長)
パネリスト 福田　留美(NPO法人にしよどにこネット代表理事/にしよどリンク幹事)
パネリスト 塩見　惠美(市VCときどき“記者” 東淀川区)
パネリスト　 岡田　裕(「団地の寺子屋」事務局/30周年記念事業プロジェクトメンバー)
コメンテーター　上野谷加代子(市VC運営委員長/同志社大学 社会学部 教授)
進　　行 石田　易司(市VC所長/桃山学院大学 社会学部 教授・副学長)

16:00～16:15 エンディング～閉会
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特 集

多
文
化
共
生
〜
内
な
る
国
際
化
〜

O
C
V
A
C

30

開
設

周
年
記
念

豊かな言葉で未来を開く子どもたち

NPO法人　おおさかこども多文化センター

外国人観光客に通訳ボランティアをする府立高校の生徒

いくつもの言語で見て聴ける“マルチメディア
DAISY絵本”「ええぞ、カルロス「」てんとてん」

2
0

V
oluntar

1
7

3
年

月
、大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（O

sa
k
a
C
ity 

y A
ction C

enter

30

2

C
O
M
V
O

）は
開
設

周
年
を
迎
え
ま
す
。
月
に
は
記
念
事
業
を
開
催

し
、今
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
あ
り
方
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。情

報
誌

で
は
記
念
事
業
開
催
ま
で
、大
阪
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
を
テ
ー
マ
ご
と
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

2
5
5
0

※
1

た
ち
の
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

大
阪
府
内
で
日
本
語
指
導
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数
は
約

人
（

）
に
上
り

ま
す
。

就
労
や
国
際
結
婚
の
た
め
に

N
P
O

家
族
と
一
緒
に
日
本
に
来
た

〝
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
〞
が
、
異
文
化
の
国
で

ま
ず
ぶ
つ
か
る
の
が
「
こ
と
ば

の
壁
」
で
す
。

法
人

お
お
さ
か
こ
ど
も
多
文
化
セ
ン

タ
ー（
理
事
長・濵
名
猛
志
さ
ん
）

は
、
そ
の
よ
う
な
外
国
に
ル
ー

D
A
I
S
Y
絵
本
の
開
発
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

母
語
を
活
か
し
て
輝
く

「
一
般
的
に
海
外
か
ら
の
留
学
生
は
自

ら
の
意
思
で
学
ぶ
た
め
に
来
日
し
て
い

ま
す
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

た
ち
の
多
く
は
、
親
の
都
合
に
よ
っ
て

日
本
に
来
て
い
ま
す
。
当
初
、
日
本
語

が
全
く
わ
か
ら
ず
、
周
囲
に
馴
染
め
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
葛
藤
を
抱
え
て
い

ま
す
」
と
同
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
義
範
事

務
局
長
。
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
高
校

生
は
「
母
語
」
で
自
分
自
身
の
想
い
を

語
る
発
表
会
に
参
加
し
た
り
、
大
阪
市

交
通
局
の
全
面
協
力
の
も
と
、
府
立
高

校
の
生
徒
た
ち
が
、
大
阪
市
営
地
下
鉄

の
主
要
駅
改
札
に
立
ち
、
外
国
人
観
光

客
に
む
け
た
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
母
語
を

活
か
し
て
嬉
々
と
し
て
行
動
す
る
姿
が

4

見
ら
れ
ま
す
。年

回
、活
動
を
継
続
し
、

母
語
と
日
本
語
力
を
磨
き
、
社
会
と
繋

が
る
経
験
が
出
来
た
と
、
大
き
な
喜
び

と
充
実
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
母
国

の
文
化
を
誇
り
に
感
じ
、
失
い
か
け
た

自
信
を
取
り
戻
し
、
自
尊
感
情
を
高
め

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
副
理

事
長
の
村
上
自
子
さ
ん
は
「
彼
ら
は
複

数
の
言
語
と
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
決
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
の
で

な
く
、
自
分
の
人
生
を
ひ
ら
こ
う
と
す

た
く
ま

る
逞
し
さ
に
感
激
し
ま
す
」
と
言
い
ま

す
。

ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

23

※
ぼ
　
ご

日
本
語
・
母
語
教
育
を
含
め
様
々
な

角
度
で
包
括
的
な
教
育
支
援
を
行
う

た
め
、
２
０
１
１
（
平
成

）
年
２

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

府
立
高
校
に
学
ぶ
日
本
語
指
導
の

必
要
な
生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
学
習
支
援
、
日

本
語
教
育
支
援
を
中
心
に
学
校
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
大
阪
府
日
本
語

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ピ
ア
に
ほ
ん

ご
）」（

２
）
を
受
託
運
営
、
教
育

サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
、
保
護
者
・
学

校
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
の

他
、
多
言
語
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

〝
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
〞

濵名猛志さん（左）、橋本義範さん、村上自子さん（手前）
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いろいろな国のことばで絵本を楽しむワークショップ

理事長 葛西芙紗さん

事務局長の筒井百合子さん（左）、理事 田坂百合子さん

20

7
5
0

幼
少
期
、
母
語
で
絵
本
に
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
子
ど
も
の
認
識
や
想
像
力
、
人

間
形
成
に
深
く
影
響
し
ま
す
が
、
言
葉

が
定
着
す
る
前
に
日
本
に
来
た
子
ど
も

の
中
に
は
、
日
本
語
を
習
得
す
る
の
に

反
比
例
し
て
母
語
を
忘
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
毎
年
、『
多
文
化
に

ふ
れ
る
　
え
ほ
ん
ひ
ろ
ば
』
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
、
約

言
語
、

冊
の

絵
本
を
用
意
し
、
多
言
語
で
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
、
外
国
ル
ー
ツ
の
親
子

に
母
語
で
楽
し
め
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
が
分

か
ら
な
く
て
も
、
音
の
響
き
や
雰
囲
気

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
ま
や
日
々
の
生
活
で
外
国
人
の
い

る
風
景
は
特
別
な
も

の
で
な
く
な
り
ま
し

た
。
外
国
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
子
ど
も
た
ち

や
そ
の
家
族
を
含
め
、

私
た
ち
日
本
人
が
ど

う
向
き
合
い
、
付
き

合
っ
て
い
く
か
、
共

生
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
く
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
将
来
日

本
の
社
会
を
構
成
す

N
P
O

る
大
切
な
子
ど
も
た
ち
、
彼
ら
へ
の
教

育
的
支
援
を
「
社
会
投
資
」
と
と
ら
え
、

さ
ま
ざ
ま
な

ど
う
し
の
横
の
つ

な
が
り
と
と
も
に
行
政
と
も
連
携
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

と
き
ど
き
〝
記
者
〞
古
川
繁
美

※

26

１
　
出
展
：
文
部
科
学
省
「
日
本
指
導
が

必
要
な
児
童
生
徒
の
受
入
れ
状
況
等
に
関
す

る
調
査
（
平
成

年
度
）」

※

2

17

　
大
阪
府
教
育
委
員
会
が
平
成

年
度

よ
り
、
日
本
語
指
導
の
必
要
な
帰
国
・
渡
日

生
徒
の
在
籍
す
る
府
立
高
校
に
対
す
る
支
援

と
し
て
「
日
本
語
教
育
学
校
支
援
事
業
」
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
大
阪
府
日
本
語
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：
ピ
ア
に
ほ
ん
ご
）
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

言
葉
の
大
切
さ

特定非営利活動法人
国際交流の会とよなか TIFA（ティファ）

60

10

お
母
さ
ん
な
ら
で
は
の

活
動
の
始
ま
り

「
国
際
交
流
の
会
と
よ
な

か
」
は
、
１
９
８
５
（
昭

和

）
年
に
設
立
さ
れ
、

市
民
の
手
に
よ
る
地
域
に

根
ざ
し
た
地
道
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
発
足
の

き
っ
か
け
は
、
代
表
の
葛

西
芙
紗
さ
ん
が
夫
の
仕
事

の
関
係
で
フ
ラ
ン
ス
で
暮

ら
し
た
実
体
験
に
よ
り
ま

す
。
文
化
も
習
慣
も
言
葉

も
異
な
る
場
所
で
の
出
産

と
子
育
て
。
不
安
な
時

に
、
差
別
な
く
い
ろ
ん
な

人
に
助
け
ら
れ
、
帰
国
後

そ
の
恩
返
し
を
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
身
近
な
国
際
交
流
」
講

座
（
全

回
）
終
了
生
有

志
に
よ
り
、
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

市
民
に
よ
る
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

　
豊
中
市
に
は
在
住
外
国
人
が
約

5
0
0
0
人
い
ま
す
。
来
日
間
も
な
い

留
学
生
や
子
育
て
中
の
女
性
に
と
っ
て

不
安
や
淋
し
さ
が
あ
り
、
時
に
は
孤
立

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
外
国
人
に

日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
習
得
支
援
の
た
め
に
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
「
日
本
語
ク
ラ
ス
」

は
仕
事
帰
り
で
も
参
加
し
や
す
い
夜
間

の
開
催
。
悩
み
を
共
有
し
解
消
で
き
る

「
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
」
、
地
元
の

人
た
ち
の
提
供
品
に
よ
る
「
バ
ザ
ー
」

な
ど
で
す
。
ま
た
、
豊
中
市
役
所
の

「
外
国
人
向
け
市
政
案
内
・
相
談
窓

口
」
に
、
英
語
と
中
国
語
が
話
せ
る
相

NPO法人 おおさかこども多文化センター
〒550-0005  西区西本町1-7-7　CE西本町ビル8階
TEL/FAX　06-6586-9477　
E-mail　　 osakakodomo@gmail.com
URL　       http://okotac.org/
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キ
ャ
ン
プ
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
女
性
と
子

ど
も
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、

年

間
の
活
動
の
実
績
が
定
着
し
て
い
ま

す
。

世
界
と
出
会
え
る

「
カ
フ
ェ
・
サ
パ
ナ
」
へ
ど
う
ぞ

日替わりシェフが作る 家庭料理の温もり

談
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
月

に
１
２
０
件
ぐ
ら
い
の
相
談
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
在
住
外

国
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、一
般
市
民
へ
の
国
際
理
解
を

深
め
る
活
動
も
あ
り
ま
す
。
在
住
外
国

人
の
協
力
に
よ
る
世
界
の
文
化
を
学
ぶ

ランチ時に賑わう店内（カフェ・サパナ）
19

T
I
F
A

80

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
す
。
特
に
、
小
・
中

学
校
へ
出
向
き
、
多
感
な
子
ど
も
た
ち

に
学
び
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
７
（
平
成

）
年
か
ら
始
め

た
「

国
際
子
ど
も
キ
ャ
ン

プ
」
は
小
中
学
生

人
、
外
国
人
や
高

校
生
、
大
学
生
も
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
毎

回
総
勢
１
０
０
人
を
超
え
ま
す
。
こ
の

　「
サ
パ
ナ
」と
は
ネ
パ
ー
ル
語
で「
夢
」

で
す
。

24

（
平
成

）
年

に

2
0
1
2

T
I
F
A
事
務
所
の
１
階
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
世
界
の
食
を
通
じ
て
日
常

的
に
外
国
人
と
出
会
え
る
小
さ
な
宇
宙

で
す
。
在
住
外
国
人
が
日
替
わ
り
シ
ェ

フ
を
つ
と
め
、
各
国
の
家
庭
料
理
が
味

わ
え
ま
す
。

月
曜
日
担
当
シ
ェ
フ
の
イ
エ
ン
さ
ん

（
ベ
ト
ナ
ム
）
は
留
学
生
の
夫
と
来
日
。

当
初
は
淋
し
く
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
に

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
今
で

は
す
っ
か
り
日
本
語
も
上
手
に
な
り
ま

し
た
。
お
客
さ
ん
の
「
お
い
し
か
っ
た
。

10

15

あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
何
よ
り
も
う

れ
し
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
フ

は

カ
国
、

人
を
超
え
、
在
住
外
国

人
の
活
躍
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　T
I
F
A
に
く
れ
ば
、
何
か
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
必
要
な
情
報
が
手
に
入

T
I
F
A

る
。
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
。
ま
る
で
街
の
何
で
も

屋
さ
ん
。

　

の
メ
ン
バ
ー
は
、
困
っ
て

い
る
人
を
見
た
ら
ほ
っ
と
け
な
い
人
た

ち
。
行
政
に
相
談
し
に
く
い
こ
と
で
も

T
I
F
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ら
身
近
で

わ
か
り
あ
え
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に

「
市
民
に
よ
る
身
近
な
国
際
交
流
」
を

手
づ
く
り
で
実
践
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

と
き
ど
き
〝
記
者
〞
森
﨑
律
子

30ネパールのドダウリ村のキルト工房の製品が並ぶ
（女性と子ども自立支援プログラム）

特定非営利活動法人
国際交流の会とよなか（TIFA）
〒560-0021　大阪府豊中市本町3-3-3
TEL／FAX　06-6840-1014
E-mail　tifa99@nifty.ne.jp
HP      http://tifa-toyonaka.org/

カフェ・サパナ
営業時間：月～金曜日　午前１０時～午後3時
ランチは午前１１時半から（１日２０食）
ランチメニューと同じお弁当の予約可
（１０個以上は配達可）
フェイスブックにてメニューを発信いています
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つかってみよう！
大阪市市民活動総合ポータルサイト！

COMVOネットをリニューアル

たとえば…
・募集情報を見てボランティアが   　  
　３人来てくれた
・もっと助成金の情報を掲載して
  ほしい
・イベントの参加者に学生層が増
 えた　　など

ポータルサイトを利用して、良かったことや、こんな
情報がほしい！ということはありませんか？よりよい
サイトづくりのため、アンケートにご協力ください

みなさんのご感想を聞かせてください！

このQRコードからアンケート
にお答えいただけます。

交流会のお知らせ
大阪市域で行われている様々な「交
流の場」の情報を知ることができま
す。

イケてる！市民活動★ミニレポート
市民活動団体がつながって生まれ
たもの、活動してよかったこと、この
サイトを活用してよかったこと…さ
まざまな「よかった！」事例を知るこ
とができます。

企業×市民活動　コラボのススメ
さまざまな理念や活動形態で、企業
が取り組んでいる社会貢献活動を
知ることができます。

大阪の市民活動を知る（個人向け）
ボランティアやイベントの情報、市
民活動団体や社会貢献を行う企業
を調べることができます。

市民活動お役立ち情報（団体向け）
団体の提供する資源（物品・人材な
ど）や助成金情報、スキルアップ講
座など、団体運営に役立つ情報を調
べることができます。

行政からのお知らせ
大阪市など行政機関からのお知ら
せや支援に関する情報を知ること
ができます。

大阪の社会課題から市民活動を見る
大阪でみられる社会課題をピックアップし、それらの解決
に取り組んでいる市民活動団体を調べることができます。
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避難者が故郷で迎えるお正月
～9回目の里帰りバスを運行～

大阪から材料を持参し、みんなで和凧づくりに挑戦

暖かな日差しの中、子どもたちも杵と臼でお餅つき

代表して生徒会長の鎌田松輝さん（左）から、57,811円の寄付を預かりましたフィナーレは被災地に向けて全員で大合唱

第17回
企業・市民協働セミナー

ＣＦＫチャリティー
フェスティバルvol.6

～未来につなげよう防災・減災！！忘れへんであの日あの時～

　ＣＦＫ（中央区フィランソロピー懇談会）では、東日本大震災以降、
震災を自分のこととして考え、大阪から被災地に元気を届けたいと
の思いで、毎年チャリティーフェスティバルを開催しています。今年は
1月22日（土）に中央区民センターにて開催。「次世代からのメッ
セージ」として、大阪市立上町中学校と大阪市立淀商業高等学校の
生徒による震災公募詩集の朗読がありました。また、実際に生徒が
東日本大震災の被災
地を訪れた英真学園
高等学校、学校法人山
口学園ECCアーティ
スト美容専門学校、大
阪市立鶴見橋中学校
の3校からは、清掃や
ウェディングフォトの
支援活動や現地の人

高校生が避難者支援活動に寄付
　英真学園高等学校の生徒会から、東日本大震災の避難者支援活
動に使ってほしいと、ホッとネットおおさか(大阪府下避難者支援
団体等連絡協議会)に寄付がありました。同校の6人（うち教員1
人）は2016(平成28)年5月に、ホッとネットおおさかが運行した
里帰りボランティアバスに乗車し、避難者や石巻市の仮設住宅で
暮らす住民らと直接
交流しました。その
後、ボランティアで経
験したことや自分た
ちの思いを全校生徒
に伝え、2016年度の
学園祭のバザーと模
擬店の収益金を寄付
という形にしました。

たちとの交流活動の様子が発表されました。
　他にも歌や演劇による防災啓発や、被災地の物産品の販売が行
われ、震災を忘れないというメッセージを送るとともに、若い世代
の人たちと一緒に、防災・減災を考える機会となりました。
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避
難
者
、
大
阪
府
内
に

人

　
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
は
、

年
平
成

年

月

日
か
ら

1
7(

29)

1

3
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3
5
5

28

12

平
成

年

月

日
に
か
け
て

回
目
と
な

る
「
里
帰
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」
を
運
行
し
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
の
事
故

の
影
響
に
よ
り
、
い
ま
だ

人
が
大
阪
府
内

で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
（
平
成

年

月

9

｢

12

29

26
7

日
現
在
復
興
庁
調
べ
）
。
今
回
は

年
末
年
始
を

避
難
元
で
あ
る
故
郷
で
過
ご
し
た
い
」
と
の
要
望

に
応
え
る
か
た
ち
で
、
初
め
て
年
越
し
で
の
バ
ス

運
行
と
な
り
ま
し
た
。

月

日
夜
に
大
阪
上
本

町
を
出
発
し
た
里
帰
り
バ
ス
は
、
避
難
者

人
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

人
を
乗

せ
、
東
京
駅
、
い
わ
き
駅
、
郡
山
駅
、
仙
台
駅
ま

で
、
避
難
者
の
み
な
さ
ん
を
送
り
届
け
ま
し
た
。

餅
つ
き
と
凧
作
り
で
交
流

　
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス
タ
ッ
フ
は
宮
城

へ
び
た

県
石
巻
市
に
移
動
し
、
同
市
の
蛇
田
地
域
に
あ
る

復
興
公
営
住
宅
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会
の
準
備

に
。
会
場
は
こ
れ
ま
で
の
交
流
活
動
で
知
り
合
っ

み
　
さ

え

た
被
災
者
の
一
人
で
あ
る
高
橋
美
久
重
さ
ん
か

ら
、
来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ヘ
ア
ー
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
の
店
舗

を
お
借
り

し

ま

し

た
。
高
橋おな

さ
ん
は
女

が
わ川

町
の
出

身
で
、
石

巻
市
で
津

波
被
害
に

あ
い
、
現

在
も
石
巻

2

50

市
内
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
美
容
師
や

着
付
け
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
高
橋
さ
ん
の
協
力
の
も
と
大
晦
日
と
元
日
の

日
間
、
お
餅
つ
き
と
凧
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
復

興
公
営
住
宅
に
住
む
親
子
連
れ
は
「
チ
ラ
シ
を
見

て
来
ま
し
た
」
と
、

㎝
四
方
の
和
紙
に
か
わ
い

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
を
描
い
て
和
凧
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
と
い
う

男
性
も
「
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅
に
移
っ

て
か
ら
近
所
づ
き
あ
い
が
少
な
く
な
っ
た
」
と
つ

き
た
て
の
お
餅
で
作
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。

1

2

3

3

7

震
災
後
、
初
の
故
郷
で
の
越
年
も

　

月

日
、
帰
り
の
バ
ス
は
仙
台
駅
を
午
後

時
に
出
発
し
、
束
の
間
の
里
帰
り
を
果
た
し
た
避

難
者
の
み
な
さ
ん
を
乗
せ
て

日
午
前

時
に
帰

阪
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
震
災
後
、
初
め

て
実
家
で
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
「
妹
が
出
産
し
赤
ち
ゃ
ん
に
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。



ボランティアがボランティア活動中に、
①偶然な事故によってケガをした場合の
「傷害保険」、②第三者の身体や財物に
損害を与えた場合の「賠償責任保険」

毎年４月１日から翌年３月３１日まで
（中途加入は受付日の翌日から）

無償活動であること（交通費実費等は除く）
活動のための会議や往復途上も含む
自助活動は補償対象外

ボランティア活動総合補償制度のご案内
（引受保険会社：三井住友海上火災保険株式会社）

補償概要

加入対象

保険期間

補償内容 補償内容Ａプラン Ｂプラン
Ｃプラン
(天災担保)

300円 500円 600円

ボランティア活動保険（団体単位で加入）

傷
害
保
険
部
分

死亡保険金 死亡保険金

入院保険金

●お問合せ先

後遺障害
保険金

後遺障害
保険金

入院
保険金

手術
保険金

手術
保険金

通院
保険金

通院保険金

年間保険料
（１人）

保険料
（１人）

対人
対物
共通

対人

対物

賠
償
責
任

保
険
部
分

賠
償
責
任

保
険
部
分

死亡・
後遺障害
保険金額
1,000万円

5,500円
（日額）

2,500円
（日額）

３,000円
（日額）

5,000円
（日額）

１事故につき5億円（限度額）
免責金額なし

10,000円
（日額）

5,500円
（日額）

死亡・
後遺障害
保険金額
1,300万円

死亡・
後遺障害
保険金額
1,300万円

ボランティア団体や各種の市民団体が
主催する行事の参加中に、①参加者が
偶然な事故によってケガをした場合の
「傷害保険」、②主催者が第三者の身体や
財物に損害を与えた場合の「賠償責任保
険」の２つの制度がセットされています。

行事期間中
（開催日前日までに受付が必要）

ボランティア団体や市民団体が主催する
行事（スポーツ団体や自助団体も含む）

補償概要

加入対象

保険期間

Ⅰ型（宿泊なし） Ⅱ型（宿泊あり）

ボランティア・市民活動行事保険（行事単位で加入）

傷
害
保
険
部
分

500万円

20～500万円

400万円

16～400万円

入院保険金日額に手術の
種類に応じた倍率を乗じた額

入院保険金日額に手術の
種類に応じた倍率を乗じた額 １人あたり　　最高１億円

１事故あたり　最高２億円

１事故あたり　最高500万円

※このほか、非営利・有償活動団体保険、移送中事故傷害保険もあります。

※氏名・住所・電話番号を記入した名簿の備え付けが必要です。

Ⅰ型

A区分 1泊2日

2泊3日

3泊4日

4泊5日

5泊6日

6泊7日

B区分

C区分

30円

134円

262円

227円

279円

287円

340円

348円

356円

Ⅱ型

各種損害保険・生命保険取扱　島本保険事務所

大阪市ボランティア・市民活動センター　

取扱代理店

制 度 運 営

大阪市ボランティア・市民活動センターと、
各区ボランティア・市民活動センター／ボランティアビューローでご加入いただけます。

〒543-0021　大阪市天王寺区東高津町12-10　大阪市立社会福祉センター1F TEL.06-6765-4041　FAX.06-6765-5618

TEL.06-6252-4520　FAX.06-6245-4686〒541-0056　大阪市中央区久太郎町4-1-3　大阪センタービル2階（伊藤忠ビル）

3,000円（日額）

2,000円（日額）

29 年度版平成 ボランティア活動中のもしもの
時の安心をサポート
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突撃取材のコーナー　SeasonⅡ
「“ボラ基金”助成団体へ

突撃取材！」

福祉ボランティア活動がより充
成
実したものになるように、平
ィ
27年度“大阪市ボラン

さ
テ
れ
ア
た団体を
活動振興基金”

紹介
を助成

します

　大阪市西地域士業会の会員は、弁
護士、税理士、司法書士、行政書士等
の法律専門家です。その知識を活か
し、地域貢献をしたいという思いか
ら団体が発足しました。相続や成年
後見の相談、遺言書やエンディング
ノートの講座まで、様々な活動をし
ています。
　法律といえば、近寄り難いもので
すが、そんな先入観を払拭すべく取
り組んでいるのが、会員自らが演じ
る爆笑寸劇で、とくに「森田家の相
続」は、難しい相続や遺言の問題が
笑いながら理解できると大好評で
す。
　代表の森田道仁さんと会員の松

村一成さんは「これだけの違う顔ぶ
れが揃っているのは珍しい。この幅
広い会員の知識を活かし、様々な問
題に対してアプローチしていきた
い」と話します。
　高齢化の進む昨今では、相続等の
問題だけではなく、任意後見制度
（※）を広めることも、大きな課題に
なっています。認知症等により病院
への入院や施設への入所に必要な
契約を結ぶことが困難になる問題
等があるからです。いざ事が起こり
切羽詰まる前に、専門家へ相談する
ことで、わが身を見つめ直す良い機
会になるのではないでしょうか。

“ときどき”記者　塩見惠美

寸劇「森田家の相続」が始まると会場が笑顔に包まれます

豊富な専門知識を活かして問題解決へ　
大阪市西地域士業会

平野区ボランティア・市民活動センターで行われた出張講座の様子

　「アルバイト詐欺の発信源は？」「ネットワークビジネスって？」
　これは11月に平野区で開催した出前講座『インターネットトラブルと
ローン・カードトラブルについて学ぼう！！』の質問コーナーの一幕。この質
問に答えるのは、「SMBCコンシューマーファイナンス株式会社 なんばお
客様サービスプラザ」伊東さんと森本さんです。この会社では、未来を担う
学生や地域に向けたお金に関する知識・判断力の習得支援の社会貢献活動
をしています。平野区にあるこども・若者の居場所づくりに取り組む「NPO
法人ところ」が、今年6月に開催した企業とＮＰＯの交流会で同社の活動を
知り、区内の保護者や情報の届きにくい人に向けた講座の開催を提案。地
域支援を行う平野区ボランティア・市民活動センターが場所を提供し実現
しました。ワンクリック詐欺、フィッシング詐欺、スマートフォンでアプリをダ
ウンロードする時の注意事項や、クレジットカードについてのトラブル事例
や注意事項などについて講師から解説がありました。外国にルーツを持つ
子どもたちの支援に関わる団体からは「日本語に不慣れな親に代わって、
子どもたちが金銭トラブルに巻き込まれないように知識をつけたかったの
で、参加してよかった」という声も。「クレジットカードを持ち始める新社会

人に、正しい金銭知識を身につけてほしい。学校では教えていないけれ
ど、トラブルや被害を未然に防ぐための大切な情報です」と伊東さん。
情報が行き届きにくい人たちが安心して暮らせるためにも、企業や団
体の専門性や強みを活かした連携・協働が必要です。

協
　  働

SMBCコンシューマーファイナンス株式会社 NPO法人ところ

『金銭トラブルを未然に防ぐため』
複数の主体がそれぞれの得意分野で、知識や工夫を出しあって

ひとつの目標や課題に向かって歩んでいく “協働” の活動を紹介します。

大阪市西地域士業会
〒553-0003　福島区福島4-3-23
大阪福島タワー1403号
TEL 06-7505-7380
FAX 06-7500-9327
MAIL moritahoumu@nike.eonet.ne.jp

任意後見制度・・・本人が十分判断能力があるうちに，将来，認知症等で判断能力が落ちた
場合に備えて，自らが選んだ代理人に，自分の生活，療養看護や財産管理

　　　　　　　 に関する事務について代理権を与える契約を結んでおくものです。 お話しをきいた会員の松村一成さん



マー
情
ケッ
報
ト

『参加してみたい！』と思ったり、内容について聞いてみたいことがあれば、
各団体まで直接『コンボを見て』とお問合せください。

ボランティア募集、イベント・セミナー情報いっぱい！

詳しくはせ
くださ
お問合い
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ボランティア
募集などの情報

イベント・セミナー・
講座などの情報

その他、助成金
などの情報

お問合せ先 TEL 06-6774-2877　FAX 06-6774-4003
Eメール ningyoufes@isshinji.net （担当：堀上）

「第21回 なにわ人形芝居フェスティバル」 
ボランティアスタッフ募集！

なにわ人形芝居フェスティバル運営委員会事務局
https://isshinji.net/ningyoufes/
桜咲くお寺や劇場で人形劇をはじめ、模擬店や路上パフォーマンスを楽しめる天王寺
の地域イベントです。スタンプラリーの受付などお手伝いいただける人を募集します！

人数・条件 どなたでも（年齢・性別・経験 問わず） 昼食（弁当）は支給します

申込方法 電話・Ｅメールにてお申し込みください

日　　程 4月2日（日）午前9時～午後4時

場　　所 一心寺シアター倶楽（天王寺区逢坂2-6-13 Ｂ1階）周辺のお寺や神社など
※ＪＲ・地下鉄「天王寺」駅より徒歩8分

継 土日祝
http://npo-tokoro.org

『不登校児・発達障がい児のサポート』
～楽しい！おもしろい！を一緒につくろう～』

フリースペースＡliveは「不登校」や「ひきこもり」など、学校や社会から離れ、自分の居場所を見つけ
られず悩んでいる子どもや若者のためのスペースです。彼らと一緒に楽しい！おもしろい！を経験して
みませんか？ 《内容》小・中学生の宿題や学習サポート、一緒に遊ぶ、制作活動のサポートなど
日　　程 火・木・土曜日 午前10時～午後6時
場　　所 フリースペースＡlive（平野区加美鞍作3-12-19）

※ＪＲ『加美』駅・『新加美』駅より徒歩10分

申込方法 まずは電話・ＦＡＸ・Ｅメールにてお問合せください　

ＮＰＯ法人 ところ（フリースペースＡlive）

人数・条件 2、3人程度　当法人の活動にご理解のある人　年齢・性別不問
子どもと関わりたい、サポートしたいという思いのある人　　
※学力や指導経験は問いません

お問合せ先 TEL・FAX 06-7494-6439　Eメール tokoro.office@gmail.com （担当：　藤）
※月・水・金・日・祝日は閉所にて留守番電話対応

平日

継 平日

学生ボランティア募集！
～外国にルーツを持つ子どもの学習支援教室～

特定非営利活動法人 多文化共生センター大阪
http://tabunka.jp/osaka/
現在、大阪市西淀川区で外国にルーツを持つ子どもの学習支援教室を開講しています。
ブラジル、フィリピン、ペルーにルーツを持つ小・中学生を対象に国語や算数といった教科
や、日本語の勉強を支援する学生のボランティアさんを募集しています。
日　　程 毎週木曜日 午後3時30分～5時30分

人数・条件 若干名（大学生・大学院生のみ） 小中学校の教科がサポートできる、日本語を
教えてみたい、ポルトガル語・スペイン語等の言語を活かしたい人など
※未経験の人も大歓迎です！

申込方法 Ｅメールにてお問合せください （締切：3/31（金））※住所・氏名・年齢・連絡先をお知らせください

お問合せ先 TEL 06-6390-8201　Eメール　osaka@tabunka.jp

場　　所 出来島会館（西淀川区出来島1-11-5） ※阪神なんば線「出来島」駅より徒歩5分

～障がい児者のレスリング全国大会～」ボランティア募集
「わくわく楽しいレスリング教室」事務局

人数・条件 5人くらい　交通費支給（一律1,000円）　体力のある人
※ボランティア行事保険は主催者側で加入します

「第6回 わくわく関西カップ

障がい児者のレスリング全国大会のボランティアを募集！東京や横須賀な
どから選手が集い、試合を行います。ボランティアの皆さんには、試合で使
用するマットの設営をお手伝いいただきます。

日　　程 2月25日（土） 午前9時15分～11時30分

場　　所 大阪府立体育会館（エディオンアリーナ大阪） 第2競技場
（浪速区難波中3-4-36）

申込方法 電話・Eメールにてお問合せください　（締切：2月23日（木））

お問合せ先 TEL 090-1597-9784
Eメール wakuwaku33nk@gmail.com (担当：保坂)

http://ichioka-nihongo.org

『市岡日本語教室』 
新規ボランティア募集のご案内

ＮＰＯ法人 市岡国際教育協会 日本語教室

弁天町で地域の日本語教室を開いて21年。外国人に「日本人の友だち」と思ってもらえるよう、日本語でおしゃべ
りをしたり、交流をしたりしています。このたび、新規ボランティア募集のための説明会、見学会、研修会を行います。
毎週金曜日の夜に活動できる人、どうぞご参加ください。
日　　程 3/10（金） 「新規ボランティア説明会」　3/17（金） 「オープンクラス・ボランティア見学会」

3/24（金）・3/31（金） 「ボランティア研修会」　※いずれも午後7時～8時30分　一部の日程のみの参加も可

申込方法 電話・Ｅメールにてお申し込みください

お問合せ先 TEL 080-3846-2581　
Eメール info@ichioka-nihongo.org （担当：札葉）

人数・条件 どなたでも　参加費無料　※但し 会員登録の際には入会金1,000円、年会費3,000円、
ボランティア保険代500円が必要です

場　　所 大阪市立港区民センター（港区弁天2-1-5）
※JR・地下鉄「弁天町」駅より徒歩7分

http://www.jfie.gr.jp/inbound01.php

高校生交換留学生の
ホストファミリー募集

NPO法人 日本国際交流振興会（JFIE）

英語圏の国から来日する高校生交換留学生をホストしてくださるご家庭を探しています。
国際交流や異文化交流に興味をお持ちの人は、どうぞお気軽にお問合せください。
日　　程 随時募集（留学生のホスト期間はご都合に合わせて調整いたします）

場　　所 各ご家庭

人数・条件 寝る場所（１人部屋の必要はありません　同性のお子様との相部屋で可）と食事
（学校のある日は朝夕２食、休日は３食）のご提供をお願いしています その他の費用
は全て留学生の自己負担となります ※受け入れに関する会費等はございません

申込方法 まずは電話・Eメールにてお問合せください
※HPより申込書ダウンロード可能です　詳しくはＨＰをご覧ください

お問合せ先 TEL 06-6374-0328　FAX 06-6374-0329
Eメール sawano@jfie.gr.jp （担当：澤野）

土日祝

ＭＡＺＥＫＯＺＥ ＯＳＡＫＡ（まぜこぜ大阪）　
～4月2日は大阪をブルーに染めよう！～

ＭAZEKOZE OSAKA実行委員会
https://www.facebook.com/mazekozeosaka/
4月2日は世界自閉症啓発デーです！誰もが当たり前に暮らせる「ＭＡＺＥＫＯＺＥの大阪」に向けて、一緒に
イベントを盛り上げてくださるボランティアさんを募集しています。詳しくはＦacebookをご覧ください！
日　　程 前日準備：4/1（土）午後2時以降でご都合のよい時間まで

イベント当日：4/2（日）午前9時からご都合のよい時間まで
※参加可能な時間を事前報告してください
※イベント時間は午前11時～午後6時位（マルシェは完売次第終了）

集合場所 梅田東コミュニティ会館（北区茶屋町2-9）他 茶屋町エリア
人数・条件 初心者、障がいの有無、大人・子どもなどを問わず、どなたでも大歓迎！

《活動内容》 会場設営、物販対応、誘導、ウォーキング参加など
申込方法 ＦacebookメッセージかＥメールにてお申し込みください

※住所・氏名・年齢・連絡先の他、簡単な自己紹介をお書き添えください
お問合せ先 Eメール mazekozeosaka@gmail.com  (担当：守部)

単

単 土日祝

 継 平日

単 土日祝

継 平日 土日祝
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単 単発的な活動 継 継続的な活動 平日 平日に開催 土日祝 土日祝に開催 食事あり 交通費支給 初心者OK

一緒につくりませんか？
大阪市立青少年センター（KOKO PLAZA） 継 平日 土日祝

ここぷらきっず（子どもたちの居場所）を

https://kokoplaza.net
「ここぷらきっず」は近隣の子どもたちの居場所づくりとして、大阪市立青少年センターの1室を提供し、学校から
帰ってきた子どもたちと遊んだり、宿題をしたりする場です。子どもたちと一緒に活動したり、月に一度、開催してい
るイベントのお手伝い（お菓子作りやクラフト作り）をしてくれるボランティアを募集しています。
日　　程 ここぷらきっず：毎週水曜日（第3水曜日除く） 午後4時～6時

イベントお手伝い：基本 第4日曜日 午前9時30分～正午 
場　　所 大阪市立青少年センター（東淀川区東中島1-13-13）

※ＪＲ「新大阪」駅東口より徒歩5分、市バス「東中島三丁目」より徒歩1分
人数・条件 心身ともに健康で子ども好きな人　 クラフトなどの特技をお持ちの人歓迎！

活動協力費（500円）・交通費（上限500円まで）を支給します
申込方法 電話・ＦＡＸ・Ｅメールにてお問合せください※住所・氏名・年齢・連絡先をお知らせください

お問合せ先 TEL 06-6370-5421　FAX 06-6370-5423　　
Eメール hiraoka@osaka-yha.or.jp（担当：平岡）

創作歌舞伎「牛若丸」～併演「歌舞伎の楽しさ」～（前進座）

特定非営利活動法人 子どもセンターあさひ 単 土日祝
http://www.kodomo-center.org
法人設立15周年を記念して、創作歌舞伎「牛若丸」を上演させていただきます。国立文
楽劇場での花道を使った本格歌舞伎で、子ども達がより楽しめるように出演者による
解説付きです。ぜひご家族で、伝統文化を体感してください！

場　　所 国立文楽劇場（中央区日本橋1-12-10）

人数・条件 参加費：子
※4歳未満の入場不可

ども・学生（4歳～大学生まで）3,000円、大人3,800円

申込方法 ＦＡＸ・Ｅメールにてお申し込みください 定員になり次第締め切り
※行事名・参加者全員の氏名・年齢・住所・電話番号をお知らせください

お問合せ先 TEL 06-6951-0055   FAX 06-6951-0056　　
Ｅメール asahi@kodomo-center.org

日　　程　　　　　 3月11日（土） 午後3時～5時頃（開場：午後2時30分～ ）

お問合せ先 TEL 080-8322-5530　FAX 06-7635-8664 
Ｅメール info.lhmservice@gmail.com  (担当：山﨑)

日　　程 2月25日（土）午後2時～4時30分 （開場：午後1時30分～ ）

場　　所 大阪市立住吉区民センター2階　図書館棟 集会室１
（住吉区南住吉3-15-56） ※南海高野線「沢ノ町」駅より徒歩5分

人数・条件 定員29人（申込先着順）　参加費：無料

申込方法 電話・ＦＡＸ・Ｅメールにてお申し込みください
※郵便番号・住所・氏名（団体名）・参加人数・連絡先をお知らせください

http://lhms.jp

当事者本人 “生の声” での講演会

「どのような苦労があるの?」、「どのように生活しづらいの？」、「どのような社会の
障害があるの？」、「どのように克服したの?」、「どのような自分らしさなの?」など、
過酷な人生問題の荒波から自分らしさを手に入れたエピソードを紹介します。

性同一性障害の私が　自分らしく人生を歩めたのは…
Life hospitality management service 単 土日祝単 土日祝

お問合せ先 TEL 070-6925-7230　FAX 06-6555-1561
Eメール m-fu@bca.bai.ne.jp （担当：福元）

石田房枝氏 講演会『子どもと本をつなぐ ～子どもの言葉の力を育む』
《主催》平尾小学校図書館ボランティア／《協力》おはなしボランティア アナンシ
子どもと本をつなぐ小児歯科医として50年の実績がある石田房枝氏を
お招きし、元気のよい子に育つ原点・力強く生きていくための土台づくり
に役立つお話をしていただきます。
日　　程 3月4日（土）午後2時～4時（開場：午後1時30分～ ）

場　　所 大正区コミュニティセンター3階ホール（大正区千島2-6-15）
※市営バス「大正区役所前」バス停下車すぐ
　（ＪＲ「大正」駅より2～5分に1本有り　乗車時間：10分）

人数・条件 定員150人（申し込み先着順）　参加費：無料　※保育あり（6ヶ月～未就学児） 
先着5人　締切：2/28（火）まで

申込方法 電話にてお申し込みください  定員になり次第締め切ります

お問合せ先 TEL 06-6795-2525　FAX 06-6795-2929
Eメール nico-nico.c@3sweb.ne.jp （担当：小谷）       

単 土日祝

場　　所 大阪市立平野区民ホール・平野野堂公園（平野区平野南1-2-7）
※地下鉄『平野』駅⑤番出口より東へ800ｍ
　市バス『平野公園前（平野区民ホール前)』バス停下車すぐ

人数・条件 どなたでも　参加費無料
申込方法 申込不要　　入退場自由

平野区ボランティア・市民活動センター
開設1周年記念イベント

平野区社会福祉協議会／平野区ボランティア・市民活動センター

ボランティア・市民活動を通してつながろう！ ステージパフォーマンス、展示
コーナー、フードコーナー、ワークショップ、東北応援グッズ販売など、皆さん
お気軽にご参加ください。ミニチュアホースのカンシャちゃんも来るよ！ 
※先着200人様には粗品進呈
日　　程 3月18日（土） 午前11時～午後3時

http://hirano.kusyakyou.or.jp

～全員集合！ボラセンまつり～

点訳・音訳を体験してみませんか？
～「オープンデー」のご案内

社会福祉法人 日本ライトハウス 情報文化センター
http://www.lighthouse.or.jp/iccb/
視覚障がい者のための点訳・音訳ボランティア活動の楽しさ、やりがい、奥深
さをご紹介（説明・見学・体験）します。どうぞお気軽にご参加ください。
※4月から「点訳講習会」・「音訳講習会」を開講します 詳しくはお問合せください

日　　程 3月10日（金）・11日（土） 午前10時～、11時～、午後1時～、2時～、3時～
※毎正時スタート 各回90分程度

場　　所 日本ライトハウス情報文化センター 4階会議室（西区江戸堀1-13-2）
※地下鉄『肥後橋』駅②番出口左横

人数・条件 どなたでも　参加費無料

申込方法 申し込み不要にて、直接会場へお越しください

お問合せ先 TEL 06-6441-0015　Eメール info@iccb.jp　

単 平日 土日祝

日　　程 3月16日（木）午後1時～3時30分（受付12時30分～）

場　　所 大阪市立社会福祉センター 3階 第1会議室（天王寺区東高津町12-10）
※近鉄「大阪上本町」駅より徒歩3分  地下鉄「谷町九丁目」駅より徒歩10分

人数・条件 当日資料代：500円 （※但し会員は無料）

申込方法 電話・ＦＡＸ・Ｅメールにてお申し込みください　締切：2月23日（木）
※ＨＰより研修申込書をダウンロードできます

研修会 『これからの病院ボランティアとは』参加者募集
日本病院ボランティア協会
https://www.nhva.com
2015年末に行った「病院ボランティアのアンケート調査」に基づき、第三
者会議を開催、これからの病院ボランティアを共に考えて行きましょう。

お問合せ先 TEL・FAX 06-6809-6506
Eメール nhva@cronos.ocn.ne.jp （担当：松本）

単 平日

「デートＤＶ被害に遭わないために」 ～大学生からの発信～

生野区地域福祉アクションプラン推進委員会デートＤＶ防止推進チーム 単 土日祝

日　　程 3月18日（土）午後2時～4時（受付：午後1時30分～）

場　　所 生野区役所6階　大会議室（生野区勝山南3-1-19）
※ＪＲ「桃谷」駅より徒歩15分、市バス「生野区役所前」バス停前

人数・条件 定員60人（申込先着順）　参加費無料

申込方法 電話・FAX・Eメールにてお申し込みください
※住所・氏名（ふりがな）・電話番号をお知らせください

若者の中には「束縛」という形で「デートＤＶ」が広がっています。若者が考えたアン
ケートを大学生中心に答えてもらい、今の若者の現状を調べました。まず知ること、そ
してこれから何が必要か一緒に考えましょう。
　《内容》 大学生よりアンケート結果発表、デートDVを考えるトークセッション他
　《進行役》 兵庫県立大学　准教授　竹内　和雄 氏

お問合せ先
大阪市生野区社会福祉協議会
TEL 06-6712-3101　FAX 06-6712-3001
Ｅメール m-en.vc@adagio.ocn.ne.jp　（担当：福田）
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単 単発的な活動 継 継続的な活動 平日 平日に開催 土日祝 土日祝に開催 食事あり 交通費支給 初心者OK

単 土日祝

お問合せ先

ココロとカラダの力にきづく護身術
ＷＥＮ－ＤＯ（ウェン・ドウ）

《合同事務局》
生野区役所／大阪市生野区社会福祉協議会
現在、女性や子どもに対する暴力や犯罪が多発しています。WEN-DOはカナ
ダで開発された女性のための自己防衛プログラムです。最小限の力で、犯罪や
暴力から身を守るための方法を学び、自己防衛できる技を身につけましょう。こ
の機会に、一度体験してみませんか？初めての人も大歓迎です！

日　　程 3月25日（土） 午後1時～3時

場　　所 生野区在宅サービスセンターおかちやま 2階（生野区勝山北3-13-20）

人数・条件 定員：20人（申込先着順）　参加費：無料　対象：小学校4年生以上の女性

申込方法 電話・FAXにてお申込みください　
※住所・氏名（フリガナ）・電話番号・年齢をお知らせください
TEL 06-6712-3101　FAX 06-6712-3001 
Eメール m-en.vc@adagio.ocn.ne.jp （担当：福田）

オリジナルの人生を生きるための“アドラーからのキャリアデザイン”
大阪市若者自立支援事業 コネクションズおおさか 継 土日祝

お問合せ先
〒530-0001　北区梅田1-2-2-400 大阪駅前第2ビル 4階
コネクションズおおさか　『はたらくゼミ』係
FAX 06-6344-2677　Eメール info@connections-osaka.com （担当：水井）

～若者のためのはたらくゼミ　ＮＯ．8～

http://www.connections-osaka.com
人気のアドラー心理学をベースにキャリアを考える講座です。アドラー心理学のキー
ワードをひも解きながら、あなた自身のキャリアをデザインしませんか？
　　講師：緒方 幹代 氏（プロフェッショナルコーチ）
日　　程 3月18日（土）・25日（土） 午後2時～4時

場　　所 新大阪丸ビル本館 Ａ505号室（東淀川区東中島1-18-5） 
※ＪＲ・地下鉄『新大阪』駅より徒歩約3分

人数・条件 定員20人（申込先着順）　15～39歳の若者対象　参加費無料 

申込方法 FAX・Eメール・はがきにてお申込みください
※講座名・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・受講動機・
　現在働いているかどうかを明記のこと　締切：3月15日（水）

お問合せ先

平成29年度 地球環境「自然学」講座 受講生募集
認定NPO法人 シニア自然大学校 継 土日祝

TEL・FAX 072-689-3298
Eメール mstsn55@jupiter.zaq.jp (担当：飯田)

京都大学名誉教授 田中克先生の企画・監修により、「森・里・海」のつながりを講演会と自
然観察会で学びます。（開講日：4月8日（土））

日　　程 講演会：毎月第2および第4土曜日 午後1時～4時 （全20回）
自然観察会：4月～11月の間に7回開催（国内外各地）

場　　所 此花会館 3Ｆ梅香殿（此花区西九条5-4-24）　
※ＪＲ・阪神電車なんば線「西九条」駅より徒歩5分

人数・条件 定員：250人　受講料：25,000円
※自然観察会には別途実費が必要です

申込方法 FAX・Ｅメールにてお申し込みください（ＨＰより申込書をダウンロードできます）
締切：3月31日（金）

http://www.sizen-daigaku.com

6つの点の組み合わせだけで広がる点字の世界を体験してみませんか！
初心者の人も大歓迎です。
日　　程 4月12日～6月28日の毎週水曜日（全10回）　午後2時～4時

※但し、5月3日・6月7日はお休み
場　　所 大阪府鍼灸マッサージ師会館3階（阿倍野区昭和町2-10-5）

※地下鉄「昭和町」駅③番出口より徒歩5分
人数・条件 大阪府にお住まいの人　定員：20人（申込先着順）　

参加費：無料　※但し テキスト代として1,080円（税込）が必要です

申込方法 電話・ＦＡＸ・はがきにてお申し込みください　締切：3月29日（水）

http://www.osmk.osaka.jp

お問合せ先 〒545-0011　阿倍野区昭和町2-10-5
TEL 06-6624-3332　FAX 06-6624-3337  (担当：小川)

「点訳ボランティア養成講座」 受講生募集
公益社団法人 大阪府鍼灸マッサージ師会 継 平日

平成29年度 大阪市ＮＰＯ・市民活動 企画助成事業募集
～生涯学習活動のアイデアに助成します！～

大阪市立総合生涯学習センター
http://osakademanabu.com
生涯学習活動に取り組む市民グループやＮＰＯなどを対象に学習企画を募集し、助成しています。みな
さんの企画で地域の学びを創造していきませんか？　詳細についてはＨＰをご覧ください。
募集内容 Ａコース：「まちづくり・市民学習応援コース」（環境・まちづくり・防災・多文化共生など）

・地域の課題やニーズに応えることを目的とする学習活動（講座・交流会）
Ｂコース：「子育て・家庭教育応援コース」（食育・親子教室・世代間交流・ボランティアなど）
・地域社会での子どもの健全な成長を促すことを目的とする学習活動（講座・交流会）
※2コース合わせて10組程度の募集となります

支援内容 ①実施経費の助成（対象事業費の75%以内で上限20万円まで）
②広報の協力（チラシ設置・情報誌掲載）
③会場の確保（総合生涯学習センター・市民学習センター優先予約）など

応募方法 ＨＰより応募用紙をダウンロードし必要事項を記入の上、提出書類を添付して、当センター窓口に直接提
出してください　※応募期間 3/18（土）まで（郵送提出不可・来館日時を事前連絡してください）

お問合せ先 〒530-0001 北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階
TEL 06-6345-5004　FAX 06-6345-5019　

「ウィッグ体験＆へアドネーションを学ぼう！」参加者募集

阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト事務局 単 平日

お問合せ先 TEL 06-6373-5086 （月～金曜日 午前9時～午後5時まで）

日　　程　　　　　 3月27日（月）午後1時30分～4時

場　　所 阪急電鉄（株） 本社ビル1階 エコルテホール（北区芝田1-16-1）

人数・条件 親子40人（小学生以上）　※保護者同伴必須・未就学児同伴不可　参加費無料

申込方法 応募フォーム（http://www.hankyu-hanshin.co.jp/yume-machi/eemachi.html）
よりお申し込みください　締切：2/26（日）※応募多数の場合は抽選 
当選者には3/10頃、ハガキにて詳細をご連絡します

http://www.hankyu-hanshin.co.jp/yume-machi/eemachi.html

市民団体との協働プログラム「阪急阪神 ええまちつくり隊2017」より

病気や事故などで髪の毛を失ったこども達のため、寄付された髪の毛でオーダーメイドのウィッグを無償提供す
る「JHDAC（ジャーダック）」。このプログラムでは、団体の活動内容やウィッグユーザーの声を聞いていただくと
共に、ウィッグの試着体験、チャリティカット見学も実施。「髪の寄付（ヘアドネーション）」という新しい社会貢献に
ついて楽しく学んでいただきます。（主催：特定非営利活動法人 Japan Hair Donation & Charity）

日　　程 ①4月20日(木)「コラージュカフェ」 午後1時～3時のお好きな時間に
②6月15日(木)「気持ちのかたち」 粘土を使って
③9月21日(木)「ながめる」 キャンドルを作って
④11月16日(木)「人生のタペストリー」 クレパス・パステルを使って
※全回 午後1時～4時

場　　所 大阪市立福島区民センター（福島区吉野3-17-23）

人数・条件 女性限定 　参加費：1回500円（材料費・保険料含む）
申込方法 電話・Ｅメールにて 前日までにお申し込みください ※留守電の場合はメッセージ

を残してください 時間や場所が変更になる場合もございますのでお問合せください

アートセラピーでほっこりしませんか？
こころとワークのボランティアグループ「クッション」
安心安全な空間で、ものづくりやアートなどをしながら、こころの整理や気づき、そして思いを
分かち合うことで、こころが軽くなるような時間を過ごしましょう。あなたものぞいてみません
か？※（公財）関西カウンセリングセンター上級心理臨床カウンセラー在籍

お問合せ先 TEL 0749-82-2231
Eメール crearesu33@gmail.com （担当：上田）

単 継 平日

お問合せ先 TEL・FAX 072-658-6558 （担当：大川内）

「癒しの園芸講座」平成29年度受講生募集
癒しの園芸の会 継 土日祝

日　　程　　　　　 4月15日（土）～平成30年3月17日（土） 午前10時～午後3時30分
　　　　　（全12回　毎月1回 第3土曜日　但し8月は第4土曜日）※詳細はＨＰをご覧ください
場　　所 大阪府営大泉緑地 講習会室と園地（堺市北区金岡町128）

人数・条件 35人（応募多数の場合は抽選） 園芸や植物に興味のある人　地域社会と
の関わり方を模索されている人　高齢者や障がいのある人も大歓迎
年間受講料：17,000円（実習材料費を含む） ※半年間のみの受講も可能（要相談）

申込方法 はがき・FAXにてお申込みください ※住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・職
業・受講理由を明記のこと　締切：3月20日(月)必着 申込先：〒591-8022
堺市北区金岡町128　大泉緑地 花と緑の相談所　FAX／072-251-8789

http://ht-iyasi.org/
植物を育てることで心や身体を健やかにし、園芸作業を通じて誰もが社会参加できる福祉
的園芸（癒しの園芸）が各方面から関心を集めています。
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　このコーナーでは、出身国の文化・習慣・言語とは
異なる大阪の高校で、海外から来日・帰国して学ん
でいる高校生を紹介します。日本語の壁を乗り越え
ながら、教科を学び、友だちを作り、部活動などを懸
命にがんばって、学校生活を送る若者たち。複眼的
視野をもった彼らが毎号1人ずつ登場します。
（協力：NPO法人　おおさかこども多文化センター）

～海外から日本へ～

大阪の高校に学ぶ
若者たち

シンチャオ

プロフィール
チャン タイ ソン
ＴＲＡＮ ＴＨＡＩ ＳＯＮ（ベトナム）　高校1年生
好きなこと：バスケットボール

（こんにちは。）
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※参加費は記載がない限り無料です。

サロンひがしなり（毎月第3土曜日）
2月の出会い：2月18日（土）午後1時30分～3時30分
内容：「バンド演奏で、皆で楽しく唄いましょう！」
　パネラー：ＣＨＯ－ＫＡＩ☆ＢＡＮ℃（チョウカイバンド）
　場所：東成区在宅サービスセンター（東成区大今里南3-11-2）
   問合せ：06-6977-6336（東成区ボランティア・市民活動センター）

サロン
開催情報

アンケートにご協力にいただいた人の中から抽選で5人様に記念品をプレゼントします。
必要事項を記入し、FAXか、ハガキで当センターまでお送りください（宛先は左記参照）。PC・スマホからも回答できます。
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。※締切日：2017年3月10日（消印有効）

※当選者の発表は記念品の発送をもって
　かえさせていただきます。
※お預かりした個人情報は、本誌の内容
　向上と、記念品送付の目的のみに使用
　します。また、募集したテーマについて
　のご意見を誌面に掲載する場合があり
　ますが、個人が特定される記載は行い
　ません。

PC・スマホからの
回答はコチラから！
https://ws.formzu.net/fgen/

S38892286/ 

※ケータイからのアクセスでは一部正しく表
　示されない機種があります。その場合は恐
　れ入りますが、パソコンからのアクセスを
　お願いします。

PC・スマホ共用フォーム

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

アンケートにご協力ください！
COMVOではよりよい誌面づくりのため、読者の皆さんに毎回アンケートのご協力をお願いしています。あなたのご意見やご感想をお聞かせください。

サロンアイ（毎月開催）
2月の出会い：2月18日（土）午後1時30分～3時
内容：発達障がい講座
　　　「発達障がいのある人たちのドキュメンタリー映画
　　　　～ちがってていいよね～」
　パネラー：石丸 みどり さん（一般社団法人 ものがたりラボ 代表理事）
　場所：生野区在宅サービスセンター 2階多目的室（生野区勝山北3-13-20）
　問合せ：06-6712-3101（生野区ボランティア・市民活動センター）

“一見さん”大歓迎の
交流定例会！　

一度楽しい雰囲気を
のぞいてみては？

サロン淀川（毎月第3日曜日）
2月の出会い：2月19日（日）午後1時30分～4時
内容：「いろいろな読みのかたち パート15」
         ・「こもれび」の声が、そして想いが皆さんに
            届きますように。
　ゲスト：「こもれび」の皆さん
             （淀川区音訳ボランティアグループ）　　　
　場所：淀川区在宅サービスセンターやすらぎ
　　　（淀川区三国本町2-14-3）
　 問合せ：06-6394-2900
　　　　 （淀川区豊かな協働推進センター）

サロン・あべの（毎月第3土曜日）
2月の出会い：2月18日（土）午後1時～4時
内容：「春を呼ぶ 変わり折り鶴 ～折り紙を楽しみませんか～」
　パネラー：井上 喜世子 さん（折り紙講師）
　場所：育徳コミュニティーセンター2階 研修室（阿倍野区阪南町5-15-28）
　 問合せ：06-6691-1028（冨田）

サロンにし（毎月開催）
2月の出会い：2月21日（火）午後2時～4時
内容：「障がいあれこれ　聞いて聞いて私たちの声 Part12」
　パネラー：西区内にある障がい者事業所等の皆さん
　場所：大阪トヨペット㈱ 本社ビル（西区立売堀3-1-1）
　 問合せ：090-3949-6973（宮脇）
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※受付・掲載有無について、編集室からはご連絡しません。※申し込み＝掲載確定ではありません。誌面に限り
もあり、ご希望に添えない場合があります。※掲載された場合は、編集室から問い合わせや申し込み状況など
の反響についてお尋ねする場合があります。

天王寺区東高津町12-10　TEL/06-6765-4041　FAX/06-6765-5618　Eメール ocvic@osakacity-vnet.or.jp (担当：濵辺・荒野・縄)
申込先・問合せ先 大阪市ボランティア・市民活動センター ボランティア・市民活動情報誌「COMVO」編集室

※本誌の発行日は6月と12月を除く毎月15日です。募集締切は掲載希望号発行月の前々月末日とします。
（例：平成29年4月15日発行号（5月号）に掲載希望の場合は2月末まで）

おことわり

ボランティアの募集情報や、ボランティア・市民活動に関するイベント・セミナーの
告知情報を常時、お待ちしています。どしどしお寄せください。

専用フォームから情報をお寄せください。
https://ws.formzu.net/fgen/S53168917/申し込み方法

情報
求む！

　1975年（昭和50）以来毎年実施している、「大阪シティ信用金庫 愛の募金基金」
街頭募金活動が2016年（平成28）12月3日（土）に行いました。
　街頭募金は「梅田新阪急ビル前」や「近鉄阿部野橋駅前」など、大阪府内の駅前
ターミナル等12ヵ所に分かれて実施されました。延べ500人の同金庫職員が、道
行く人々に、募金の協力を呼びかけ、地域の皆さまをはじめ多くの人々にご協力い
ただきました。
　寄せられた浄財は、府内91ヶ所の店頭で受け付けた「熊本地震災害義援募金」
と合わせると約120万円。これらは今年も 各自治体の福祉部局や、各新聞社の厚
生文化事業団等に寄託され、大阪の福祉増進のために活用されます。
　地道に続けてきた同金庫の地域貢献活動は、今後も確実な歩みを続けてまいり
ます。 小さな善意を大きく大阪の福祉に役立てます（梅田新阪急ビル前での活動の様子）

ボランティア・市民活動情報誌
「ＣＯＭＶＯ」へ広告募集！

コンボ

体裁・発行・部数
　B5判　16頁（フルカラー）、年10回発行
広告申し込み締切
　発行日の2ヶ月前（スペースに限りがありますので、お早めに申込ください）
申込方法
　下記まで問合せください。

※原稿は原寸大の完全原稿（ポジ・MOデータ）で入稿くだ
　さい。それ以外は別途製版料が必要です。
※掲載ページの指定はできません。
※内容により掲載をお断りする場合があります。

広告料金（税込）
掲載箇所
スペース 料金(税込)

版下サイズ（mm）
表４　１ページ
表４　１／２ページ
本文　1ページ
本文　１／２ページ
本文　１／5ページ

２４０×１７０
１１７×１７０
２４０×１７０
１１７×１７０
４８×１６２

234,000円
127,500円
156,000円 ２５７×１８２
85,000円
38,000円

大阪シティ信用金庫 社会貢献活動トピックス
～今年で42回目！ 大阪の福祉を支える～

「大阪シティ信金  愛の募金基金」

赤枠が
本文1/5 ページ
サイズと同じです

「普段着のわたし、ステキにいいこと」をコンセプトにしたボランティア・
コンボ

市民活動情報誌COMVO。
大阪のボランティア・市民活動情報が満載！市民が誰でも気軽で手に
入れることができるフリーペーパーに貴社の広告を掲載しませんか。

2017.3 vol .21414

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会

大阪市ボランティア・市民活動センター
Osaka City Voluntary Action Center

所在地／〒543-0021大阪市天王寺区東高津町12-10大阪市立社会福祉センター1F

開館時間：午前9時30分～午後8時30分（土曜日は午後5時まで）
休館日：日・祝・国民の休日・年末年始
発行日：2017年2月15日（6月と12月を除く毎月15日発行）
発行部数：40,000部
制作協力：東洋紙業高速印刷㈱

TEL/ 06-6765-4041　FAX/ 06-6765-5618
E-mail/ ocvic@osakacity-vnet.or.jp
http://www.osakacity-vnet.or.jp

本誌は大阪府共同募金会の助成をいただいています

「COMVO」主な設置・配布場所 ウェブサイトからもチェック可能！
http://comvo.lekumo.biz

大阪市営地下鉄（新大阪・淀屋橋・本町・なんば・天王寺・なかもず・大日・太子橋今市・天神橋筋六丁目・東梅田・天満橋・
谷町九丁目・喜連瓜破・住之江公園・大阪港・堺筋本町・野田阪神・日本橋・天下茶屋・大正・蒲生四丁目・ポートタウン東
　各駅）、近鉄電車（大阪難波・阿部野橋・大阪上本町　各駅）、阪神電車（梅田駅）、大阪市サービスカウンター（梅田・難
波・天王寺）、各区在宅サービスセンター（区社協）、大阪市役所・区役所、区民センター、クレオ大阪、大阪市内の図書
館、大阪市立総合生涯学習センター・市民学習センター各館、大阪市商店会総連盟加盟商店街、大阪シティ信用金庫府
内の店舗など

●スタッフブログ　http://ocvic.blogspot.jp 　　 twitter　http://twitter.com/ocvic1998　　　Facebookページ　https://www.facebook.com/ocvac

企画・発行

郵便局
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※エレベーターで昇降できます。
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地下鉄千日前線

大阪市ボランティア・
市民活動センター
（市立社会福祉センター1階）
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